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令和５年第１回定例会開かれる
審議結果
１１人が一般質問に立つ
委員会活動
本巣市有林の伐採と
百年先の森林づくり

第 号78

本巣市議会だよりは議会ホームページから
もご覧いただけます。

行政情報アプリ「マチイロ」
スマホやタブレットにアプリで議会だよりを
お届けします。



　令和５年度本巣市一般会計当初予算は２２５億６,０００万円、前年度より１６億円の増額
（伸率７．６％）となりました。

令和５年第１回  定例会開かれる
●令和5年第1回定例会開かれる●

報告案件３件、専決処分の承認１件、人事案件８件、
その他４件、議員発議３件について審議・決定しました。

◎令和５年度本巣市一般会計予算

◎令和５年度特別会計・企業会計予算

歳入 歳出

市税
53億7,549万円

人件費
30億7,189万円

補助費等
21億5,113万円

繰出金
20億141万円

扶助費
20億7,036万円

地方交付税交付金
46億2,000万円

市債
48億620万円

国県支出金
24億9,081万円

繰入金
18億1,197万円

その他依存財源
12億7,941万円

その他
7億9,355万円

寄附金
7億6,677万円

繰越金
 7億2,972万円

その他自主財源
6億7,963万円 公債費

17億7,910万円

　投資的経費 
64億4,138万円

物件費
42億5,118万円 

会　計　名 予算額

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

事業勘定
施設勘定

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

３４億２，９００万円
２億５，９００万円
５億４，６００万円
４億７，６００万円
７億１，０００万円
８億６，７００万円
８億５，６００万円
３億５，４６５万円
７億２，８７４万円
５億０，０００万円
５億０，０００万円
６，５０７万円

１億７，１８４万円

伸率
△１．５％
５．３％
１０．１％
９．２％
６．７％
△０．７％
０．９％

△２１．３％
△１４．７％
３４．８％
３４．８％
△５８．５％
１．３％

前年度比較
△５，１００万円
１，３００万円
５，０００万円
４，０００万円
４，４３０万円
△６００万円
８００万円

△９，６０９万円
△１億２，５６４万円
１億２，９００万円
１億２，９００万円
△９，１７２万円
２１５万円

企業用地造成事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

水道事業会計

下水道事業会計
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市営バス路線再編
事業

３０5万円

新

市営バスが新庁舎への乗り入れ
を開始するにあたり、他の公共交
通機関との接続等を考慮し見直し
を行う

合併20周年記念
式典

４８４万円

新

市制20周年の節目を祝い、市の
魅力を効果的に発信し、更なる飛
躍を目指す本巣市を市内外にア
ピールするため、記念式典を開催
する

庁舎整備事業

３７億２，１８８万円
庁舎整備実施計画に基づき、庁舎
建設工事、外構工事等を進め、令
和５年度末までの新庁舎整備に
向けて事業を進める

ＰＡ周辺公園整備
事業
２億１，８１9万円

継

東海環状自動車道（仮称）本巣ＰＡ
に隣接する都市公園として（仮称）
本巣ＰＡ周辺公園の整備を行う

新型コロナウイルス
ワクチン接種事業
１億５，７５6万円

継

継 継

国により５類感染症への移行が決定されて
いるが、ワクチン接種の感染症法上の位置
づけに変更がないことから、国の方針に基
づき、引き続き接種を希望する人に対する
接種機会の提供と共に追加接種を行う

元気な農業産地構造
改革支援事業

２，２０５万円

新

産地構造確立計画に位置づけら
れた産地の構造改革にかかる取
り組みを強化するために必要な機
械・施設の導入に係る経費の一部
を支援する

森林環境譲与税事業

２，６５5万円
森林環境譲与税を活用し、森林経
営管理法に基づく計画策定や森
林整備、新規森林技術者の就業
支援などを行う

本巣市史編さん事業

６５３万円

拡

市制施行20年となる節目の年か
ら、本格的に「本巣市史」の編さ
んに取り組むための準備として資
料収集等を行う

出産・子育て
応援事業

２,０３８万円

新

妊娠期から出産・子育て期まで必要な支援
につないでいく伴走型の相談支援を実施
するとともに、給付金の支給をすることに
より、利用料が発生する産後ケアや一時
預かりサービス等の費用負担を支援する

ふるさと納税促進
事業
４億１，４７５万円

拡

ふるさと納税制度を活用し、市の
財源確保、市の魅力や地元特産
品、企業のＰＲ、販売促進（地域経
済活性化）を目的とする

事業者サポート　
補助金交付事業

２，００2万円

新

新型コロナの影響、物価の高騰な
ど市内事業者を取り巻く環境が変
化していく中、事業継続と地域経
済の活性化を図るため補助金を
交付する

弾正幼児園整備事業

７億６，６４９万円

継

安全で快適な教育・保育活動が実
施できるよう、園舎を建設する

令和５年第１回  定例会開かれる
●令和5年第1回定例会開かれる●

２月２４日～３月２４日、令和５年第１回定例会を開き、
条例１３件、補正予算６件、当初予算７件、

◎令和５年度の主な事業
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●定例会で決まったこと●

条例関係令和４年度一般会計補正予算

その他の議案

○専決処分の承認を求めることについて
　（一般会計補正予算（第１０号））
　専決処分により1,438万円を増額し、
　総額232億1,062万円
○一般会計補正予算（第１１号）
　7,186万円を増額し、総額232億8,248万円

令和５年度一般会計補正予算

○令和５年度本巣市一般会計補正予算（第１号）
　1,000万円を増額し、総額225億7,000万円

令和４年度特別会計補正予算

○国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
　5,450万円を増額し、
　総額35億4,916万円（事業勘定）
○後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　687万円を増額し、総額5億287万円
○企業用地造成事業特別会計補正予算（第３号）
　7,654万円を増額し、総額7億6,846万円

議員発議

○本巣市議会の個人情報の保護に関する条例について
○地方自治法第１８０条第１項の規定による市長の
　専決処分事項の一部を改正する告示について
○本巣市議会議員によるハラスメントに関する
　条例について

人事案件

○人権擁護委員候補者の推薦について
　・阿部　信樹　氏　　　・長屋　八代美　氏
　・山田　郁恵　氏　　　・今西　美枝子　氏
　・林　 かなえ　氏
○本巣市教育委員会委員の任命について
　・小澤　明年　氏
○本巣市副市長及び固定資産評価員の選任
　について
　・久富　和浩　氏

○本巣市個人情報保護法施行条例について
○個人情報の保護に関する法律の改正に伴う
関係条例の整理に関する条例について
○本巣市債権管理条例について
○本巣市定年前に退職する意思を有する職員の募
集等に関する条例の一部を改正する条例について

○本巣市職員定数条例の一部を改正する条例について
○本巣市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例について
○本巣市国民健康保険条例の一部を改正する
条例について
○本巣市企業立地促進条例の一部を改正する
条例について
○本巣市東外山ふれあい広場条例の一部を改
正する条例について
○本巣市水道事業運営審議会条例の一部を改
正する条例について
○子ども・子育て支援法の改正に伴う関係条例
の整理に関する条例について
○本巣市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

○本巣市放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について

○専決処分の報告について（公用車の事故に係
る損害賠償）
○専決処分の報告について（本巣市庁舎敷地造
成工事（南工区）請負変更契約）
○専決処分の報告について（Ｒ４ＰＡ周辺公園
整備ドームテント新築工事請負変更契約）
○財産の無償譲渡について（下屋井公民館敷地）
○根尾東辺地に係る総合整備計画の変更について
○市道路線の廃止を呼び認定について
○工事請負契約の締結について（本巣市新庁舎
外構工事）
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●審議結果および各議員の表決●

市
長
提
出
議
案

議案第２７号

令和５年度本巣市国民健康保険特別会
計予算について

令和５年度本巣市一般会計予算につい
て

議案第２８号

議案第３１号

本巣市議会議員によるハラスメントに関
する条例について

令和５年度本巣市農業集落排水事業特
別会計予算について

発議第３号

令　和　５　年　第　１　回　定　例　会

市
長
提
出
議
案

議
員

提
出
議
案

報告第４号

議案第１号

議案第２号

議案第３号

議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

議案第８号

議案第９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

議案第１６号

議案第１７号

議案第１８号

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

専決処分の承認を求めることについて（令和４
年度本巣市一般会計補正予算（第１０号））

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

本巣市教育委員会委員の任命につい
て

財産の無償譲渡について（下屋井公民
館敷地）

本巣市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例について

市道路線の廃止及び認定について

令和４年度本巣市一般会計補正予算
（第１１号）について
令和４年度本巣市国民健康保険特別
会計補正予算（第４号）について
令和４年度本巣市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）について

根尾東辺地に係る総合整備計画の変
更について

本巣市定年前に退職する意思を有する職員の募
集等に関する条例の一部を改正する条例について

個人情報の保護に関する法律の改正に伴
う関係条例の整理に関する条例について

本巣市個人情報保護法施行条例につ
いて

本巣市債権管理条例について

本巣市職員定数条例の一部を改正する
条例について
本巣市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例について
本巣市国民健康保険条例の一部を改
正する条例について

令和５年度本巣市後期高齢者医療特
別会計予算について

令和４年度本巣市企業用地造成事業
特別会計補正予算（第３号）について

令和５年度本巣市水道事業会計予算
について
令和５年度本巣市下水道事業会計予
算について
令和４年度本巣市一般会計補正予算
（第１２号）について

本巣市副市長の選任について

本巣市企業立地促進条例の一部を改
正する条例について
本巣市東外山ふれあい広場条例の一
部を改正する条例について
本巣市水道事業運営審議会条例の一
部を改正する条例について

本巣市固定資産評価員の選任につい
て
工事請負契約の締結について（本巣市
新庁舎外構工事）
令和５年度本巣市一般会計補正予算
（第１号）について

子ども・子育て支援法の改正に伴う関
係条例の整理に関する条例について
本巣市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例について

本巣市議会の個人情報の保護に関す
る条例について
地方自治法第１８０条第１項の規定による市長の
専決処分事項の一部を改正する告示について

令和５年度本巣市企業用地造成事業
特別会計予算について

議案第１９号

議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

議案第２４号

議案第２５号

議案第２６号

議案第２９号

議案第３０号

議案第３２号

議案第３３号

議案第３４号

議案第３５号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

発議第１号

発議第２号

令　和　５　年　第　１　回　定　例　会　（全会一致で可決された議案）

可決

可決

可決

可決

議員名（議席番号順） 議
決
結
果議案番号・議案名等

大
西
德
三
郎

道
下
　
和
茂

臼
井
　
悦
子

鍔
本
　
規
之

河
村
　
志
信

髙
田
　
浩
視

今
枝
　
和
子

髙
橋
　
勇
樹

髙
橋
　
時
男

片
岡
　
孝
一

飯
尾
　
龍
也

瀬
川
　
照
司

髙
橋
　
知
子

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案
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●一般質問●

　

本
市
の
中
学
生
へ
の
心
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
「
死
に
た
い
・
自
殺

し
た
い
」
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
と

約
３
割
の
生
徒
が
答
え
て
ま
し
た
。

子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
心
に

働
き
か
け
る
「
認
知
行
動
療
法
」
を

学
校
現
場
で
活
用
す
る
こ
と
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
問
題
や
困
難
を
抱

え
る
子
ど
も
の
支
援
体
制
は

教
育
セ
ン
タ
ー
内
に
「
子
ど
も
支

援
対
策
監
」
を
設
置
し
ま
す

川
治
・
教
育
長

　

子
ど
も
の
危
機
状
況
や
困
り
感
を

把
握
し
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
対
応

の
方
針
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
チ
ー
ム
と
し

て
動
け
る
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

学
校
現
場
に
お
け
る
「
認
知
行
動

療
法
」
活
用
へ
の
見
解
は

「
認
知
行
動
療
法
」
を
活
用
し
て

い
く
た
め
教
員
研
修
を
行
い
ま
す

　

活
用
効
果
に
つ
い
て
は
、
各
地
で

有
効
性
が
検
証
さ
れ
て
お
り
、
子
ど

も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
適
応
力

の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

読
み
書
き
能
力
の
困
難
か
ら
授
業

へ
の
遅
れ
が
生
じ
る
こ
と
、
ま
た
本

人
や
周
囲
も
気
付
き
に
く
い
こ
と
か

ら
、
早
期
発
見
と
教
育
現
場
で
の
合

理
的
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。早

期
発
見
へ
の
取
り
組
み
と
発
見

後
の
早
期
療
育
な
ど
へ
の
対
応
は

教
員
研
修
と
就
学
時
健
診
等
で
の

保
護
者
へ
の
啓
発
を
し
ま
す

川
治
・
教
育
長

教
育
現
場
で
の
合
理
的
配
慮
へ
の

見
解
は

音
声
教
材
の
充
実
や
手
作
り
教
材

等
も
開
発
し
て
い
き
ま
す

　

現
在
、
文
字
が
認
識
し
や
す
い
板

書
の
配
慮
、
テ
ス
ト
な
ど
で
の
問
題

の
読
み
上
げ
や
時
間
の
延
長
な
ど
の

配
慮
を
行
っ
て
ま
す
。

川
治
・
教
育
長

　

・
少
子
化
に
伴
う
部
活
動
数
減
少

　

・
社
会
人
指
導
者
の
育
成

　

・
社
会
人
指
導
者
の
確
保

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
導
入
へ
の

取
り
組
み
の
進
捗
状
況
は

本
巣
市
制
服
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
見
直
し
を
始
め
て
ま
す

青
山
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

今
後
の
見
通
し
は

令
和
６
年
４
月
か
ら
新
し
い
制
服

で
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す

　

た
だ
し
、
現
在
の
制
服
を
き
ょ
う

だ
い
な
ど
で
着
ま
わ
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
５
年
間
の
移
行
期
間
を

設
け
る
こ
と
と
し
ま
す
。

育
休
退
園
制
度
の
見
直
し
は

条
件
付
き
で
育
休
中
で
も
継
続
利

用
を
可
能
と
し
て
ま
す

青
山
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

保
育
園
に
在
園
し
て
い
る
０
歳
か
ら

２
歳
の
子
ど
も
の
保
護
者
が
、
き
ょ
う

だ
い
の
出
産
に
よ
り
勤
務
先
の
育
児
休

業
制
度
を
利
用
し
て
休
業
し
、
出
産
し

た
子
ど
も
が
原
則
満
１
歳
に
な
る
誕
生

日
の
月
末
ま
で
に
職
場
に
復
帰
す
る
場

合
に
限
り
、
希
望
に
よ
り
継
続
利
用
を

可
能
と
し
ま
す
。

保
育
士
の
労
働
環
境
（
時
間
）
は

時
間
外
労
働
時
間
は
、
平
均
19
時

間
程
度
ま
で
改
善
し
ま
し
た

　

一
人
当
た
り
の
１
か
月
の
時
間
外

労
働
時
間
は
40
時
間
を
超
え
る
人
も

い
ま
し
た
が
、
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
加
え
、
施
設
事
務
員
と
養

護
教
諭
を
各
幼
児
園
に
配
置
し
た
こ

と
に
よ
り
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
更

に
、
経
験
豊
富
な
退
職
校
長
を
登
用

し
、
小
中
学
校
で
培
っ
た
働
き
方
改

革
を
生
か
し
、
思
い
切
っ
た
業
務
内

容
改
善
を
各
幼
児
園
で
取
り
組
ん
で

ま
す
。

窓
口
で
の
手
書
き
書
類
に
対
す
る

今
後
の
考
え
は

「
書
か
な
い
窓
口
」
「
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
」
導
入
を
検
討
し
て
ま
す

原
・
総
務
部
長

髙
橋
勇
樹

に立つ一般質問11人がQA 3月定例会

Q
発
達
性
読
み
書
き
障
害
、
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
に
つ
い
て

Q
部
活
動
の
地
域
移
行
の
課
題
と

課
題
解
決
の
方
向
は

Q
市
窓
口
の
業
務
効
率
化
に
つ
い

て

Q
幼
児
園
の
子
ど
も
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て

Q
学
校
の
制
服
に
つ
い
て

今
枝
和
子

（
公
明
党
）

Q
複
雑
・
多
様
化
す
る
問
題
や
困

難
を
抱
え
る
子
ど
も
支
援
は

A
次
の
３
つ
の
課
題
を
解
決
し
て

い
き
ま
す

Q1A1Q2A2Q1A1

Q1A1Q2A2

Q1A1Q2A2

Q2A2Q1A1
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●一般質問●

Q
都
市
公
園
の
持
続
性
と
成
果
の

あ
る
有
効
な
活
用
方
法
は

Q
糸
貫
川
プ
ー
ル
の
運
営
に
つ
い

て

Q
将
来
を
担
う
若
い
世
代
へ
の
魅

力
ア
ッ
プ
施
策
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
か
ら
四
季
彩
館
及
び
う

す
ず
み
温
泉
施
設
が
閉
鎖
と
な
り
ま

す
。
平
成
30
年
度
は
売
上
額
約
１
億

５
２
０
０
万
円
、
赤
字
額
約
４
２
０
０

万
円
、
約
１
億
９
４
０
０
万
円
の
経

費
の
内
人
件
費
が
約
８
８
０
０
万
円

（
正
社
員
16
名
、
パ
ー
ト
18
名
）
で

す
。
令
和
元
年
は
売
上
額
約
１
億

４
１
０
０
万
円
、
赤
字
額
約
４
８
０
０

万
円
、
約
１
億
８
９
０
０
万
円
の
経

費
の
内
人
件
費
が
約
８
３
０
０
万
円

で
す
。
売
上
に
占
め
る
人
件
費
の
割

合
が
大
き
い
と
考
え
ま
す
。
現
状
の

雇
用
者
維
持
を
条
件
と
す
れ
ば
指
定

管
理
者
に
応
募
す
る
者
は
皆
無
と
考

え
ま
す
。
指
定
管
理
者
の
募
集
等
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｏ
桜
交
流
ラ
ン
ド
の
閉
鎖
に

伴
う
今
後
の
対
応
は

早
期
の
再
開
が
で
き
る
よ
う
進
め

た
い
と
考
え
て
ま
す

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

有
償
・
無
償
に
よ
る
民
間
事
業
者

へ
の
所
有
権
移
転
又
は
貸
借
な
ど
、

指
定
管
理
者
制
度
に
拘
ら
な
い
施
設

の
利
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
意
見
の
募
集
を

引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門

的
な
知
識
を
有
す
る
業
者
か
ら
意
見

を
求
め
、
採
算
の
合
う
経
営
が
行
え

る
よ
う
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。

　

営
業
再
開
に
は
、
通
常
開
催
経
費

約
５
千
万
円
と
、
一
時
的
な
修
理
費

約
４
千
万
円
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に

10
年
以
上
営
業
を
継
続
す
る
に
は
本

格
的
な
修
繕
費
が
２
億
円
近
く
必
要

で
す
。
プ
ー
ル
の
在
り
方
を
確
認
し

ま
す
。

糸
貫
川
プ
ー
ル
の
修
繕
や
別
の
施

設
利
用
に
つ
い
て
検
討
は

市
の
財
政
負
担
を
踏
ま
え
た
施
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す

青
山
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

本
巣
市
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計

画
で
は
、
本
巣
市
民
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
の
糸
貫
川
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
今
後

民
間
に
譲
渡
す
る
計
画
と
な
っ
て
お

り
、
民
間
譲
渡
も
含
め
、
様
々
な
方

策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
糸
貫
川

プ
ー
ル
を
再
開
す
る
の
か
、
民
間
を

含
め
た
新
た
な
運
営
体
制
を
模
索
し

て
い
く
の
か
な
ど
検
討
し
ま
す
。

　

整
備
の
進
む
Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
へ
の
バ

ス
便
の
充
実
を
望
む
声
は
多
く
あ
り

ま
す
。

モ
レ
ラ
岐
阜
駅
を
ハ
ブ
と
し
た
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
築
の
構
想
は

最
も
費
用
対
効
果
の
高
い
手
法
を

検
討
し
ま
す

原
・
総
務
部
長

　

社
会
基
盤
の
整
備
に
即
し
た
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
改
編
し
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
す
。
整
備
に
は
用

地
取
得
費
を
含
め
多
額
な
費
用
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
最
小
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

若
い
世
代
が
卒
業
後
も
本
市
に
住

み
続
け
た
い
か
の
意
識
調
査
は

高
校
生
や
大
学
生
の
定
住
に
関
す

る
意
識
調
査
は
実
施
し
て
ま
せ
ん

髙
橋
・
企
画
部
長

　

た
だ
し
、
令
和
元
年
度
に
市
内
の

３
つ
の
学
校
で
実
施
し
た
、
高
校
生

の
意
識
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
定
住
に
前
向
き

な
回
答
の
合
計
は
41
．
８
％
で
し

た
。開

園
時
、
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
計
画
は

開
園
時
に
は
式
典
を
開
催
し
、
公

園
を
市
内
外
に
周
知
し
ま
す

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

開
園
前
に
は
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
先
行
し
て
市
内

の
小
学
校
児
童
や
、
幼
児
園
園
児
な

ど
に
利
用
し
て
も
ら
う
計
画
で
す
。

令
和
６
年
度
の
公
園
全
体
の
開
園
時

に
は
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の
開
通

に
合
わ
せ
て
市
民
の
方
が
参
加
で
き

る
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
よ
り

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

公
園
の
管
理
、
休
憩
所
、
飲
食
施

設
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

公
園
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
を
目

的
に
指
定
管
理
者
制
度
で
運
営

　

店
舗
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

の
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
公
募
設
置
管
理
制
度
を
活
用

し
、
飲
食
店
、
売
店
な
ど
の
設
置
・

運
営
す
る
民
間
事
業
者
を
公
募
、
選

定
す
る
予
定
で
す
。
新
年
度
、
新
築

予
定
の
管
理
棟
に
は
、
１
階
、
２
階

を
公
園
利
用
者
に
開
放
し
休
憩
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
計
画
し
て
ま
す
。

河
村
志
信

Q
本
巣
市
の
公
共
交
通
網
の
整
備

に
つ
い
て

鍔
本
規
之

Q
Ｎ
Ｅ
Ｏ
桜
交
流
ラ
ン
ド
の
運
営

に
つ
い
て

Q1A1Q1A1

Q1A1

Q1A1

Q1A1Q2A2

MOTOSU CITY ASSEMBLY REPORT
2023年5月1日発行　第78号

本巣市議会だより

7



市
民
と
の
連
携
、
協
働
に
つ
い
て

市
が
市
民
活
動
助
成
金
な
ど
支
援

を
行
い
、
連
携
・
協
働
に
対
応

　

令
和
５
年
度
か
ら
休
日
部
活
動
の

段
階
的
な
移
行
が
始
ま
る
こ
と
か
ら

市
の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

本
巣
市
に
お
け
る
部
活
動
の
現
状

は本
巣
市
型
「
部
活
動
支
援
ク
ラ

ブ
」
と
し
て
、
40
の
ク
ラ
ブ
が
活
動

川
治
・
教
育
長

新
年
度
か
ら
の
段
階
的
移
行
に
つ

い
て

地
域
指
導
者
87
人
の
登
録
が
あ
り

引
き
続
き
指
導
を
得
て
活
動

　

市
の
部
活
動
特
任
指
導
員
を
中
心

に
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
令
和

５
年
度
も
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・

市
の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
部
活
動

改
革
を
進
め
ま
す
。

文
化
部
活
動
に
つ
い
て

伝
統
文
化
の
発
展
か
ら
も
、
文
化

系
の
部
活
動
の
存
在
は
大
切
で
す

　

真
桑
文
楽
や
古
田
織
部
の
茶
道
、

根
尾
の
能
狂
言
な
ど
、
伝
統
文
化
と

関
わ
り
、
部
活
動
の
取
り
組
み
に
も

視
野
を
広
げ
な
が
ら
、
生
徒
の
思
い

や
主
体
性
を
大
切
に
見
直
し
ま
す
。

が
狭
い
た
め
、
拡
幅
を
考
え
て
ま

す
。

　

地
域
存
続
に
係
る
重
要
な
問
題
。

休
館
に
至
っ
た
経
緯
は

次
期
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
し

た
が
選
定
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
も

実
施
し
ま
し
た
が
、
参
加
業
者
か
ら

の
実
現
可
能
な
提
案
が
な
く
、
営
業

を
当
面
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り

ま
し
た
。

再
開
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は

指
定
管
理
者
制
度
に
拘
ら
ず
、
早

期
の
再
開
に
取
り
組
む

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
意

見
の
募
集
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

管
理
費
等
公
募
条
件
の
見
直
し
は

公
募
条
件
を
見
直
し
、
早
期
再
開

が
で
き
る
よ
う
進
め
ま
す

「
う
す
ず
み
桜
の
里
」
の
販
売
所
・

加
工
所
の
継
続
は
可
能
か

Ｎ
Ｅ
Ｏ
桜
交
流
ラ
ン
ド
の
休
館
は

道
の
駅
経
営
に
直
結
し
て
ま
す

　

今
後
の
販
売
所
及
び
加
工
所
の
継

続
は
、
利
用
者
の
減
少
及
び
施
設
・

備
品
の
老
朽
化
な
ど
諸
問
題
は
あ
り

ま
す
が
、
継
続
で
き
る
よ
う
、
新
た

な
指
定
管
理
者
と
協
議
し
ま
す
。

　

使
途
は
、
森
林
整
備
や
木
材
利
用
・

普
及
活
動
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

推
進
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み
は

４
年
間
で
計
画
面
積
は
２
０
４
ha

で
、
効
率
的
に
実
施
す
る
予
定

高
井
・
林
政
部
長

　

森
林
経
営
管
理
制
度
の
運
用
で
対

象
者
は
１
６
９
人
、
集
積
計
画
47 

ha

と
な
っ
て
ま
す
。

木
材
利
用
と
今
後
の
取
り
組
み
は

一
般
住
宅
向
け
の
具
体
的
な
支
援

策
を
関
係
部
署
と
調
整
し
検
討

　

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援
策
を
考

え
ま
す
。

根
尾
学
園
の
机
70
台
の
天
板
を
製

作
、
今
後
は
椅
子
・
書
棚
等
導
入

青
山
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

普
及
啓
発
の
実
績
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

新
庁
舎
の
内
装
材
や
外
構
の
植
栽

事
業
に
活
用
し
市
民
へ
普
及
啓
発

高
井
・
林
政
部
長

う
す
ず
み
公
園
身
障
者
用
駐
車
場

へ
は
林
道
の
拡
幅
が
必
要

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

こ
の
進
入
路
は
、
急
勾
配
で
幅
員

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

開
催
で
き
な
か
っ
た
市
の
イ
ベ
ン
ト

の
、
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
。

新
年
度
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
対

す
る
市
の
考
え
は

市
制
20
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
位
置
づ
け
、
実
施
し
ま
す

大
野
・
副
市
長

　

５
月
８
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
２
類
か
ら
５
類
に

変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
、
状
況
を
把

握
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

地
域
の
方
が
自
主
的
、
主
体
的
に

企
画
・
実
施
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

藤
原
・
市
長

　

令
和
６
年
度
は
、
花
と
ほ
た
る
祭

り
・
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
・

根
尾
盆
踊
り
花
火
大
会
・
も
と
す
織

部
祭
り
の
４
つ
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に

替
え
て
、
市
制
20
周
年
に
ふ
さ
わ
し

い
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
令
和

７
年
度
以
降
は
、
中
学
校
区
を
単
位

に
市
民
の
手
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
を
市
が
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

Q2A2 Q1A1

Q1A1Q2A2Q3A3Q4A4

Q1A1Q2A2Q3A3A3 A2

Q3A3 Q3A3Q1A1Q2A2

臼
井
悦
子

Q
中
学
校
・
義
務
教
育
学
校
生
徒

の
部
活
動
に
つ
い
て

Q
Ｎ
Ｅ
Ｏ
桜
交
流
ラ
ン
ド
（
う
す

ず
み
温
泉
）
に
つ
い
て

Q
本
巣
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

道
下
和
茂

Q
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に
つ

い
て
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募
集
の
人
数
は
昨
年
と
同
程
度
か

去
年
と
同
程
度
の
70
人
の
募
集
を

予
定

原
・
総
務
部
長

　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、
日
本

防
災
士
機
構
が
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
、
防
災
士
養
成
講
座
の

研
修
項
目
と
し
て
「
災
害
図
上
訓

練
」
、
「
避
難
所
開
設
訓
練
」
、

「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
演
習
」
、

「
地
域
の
防
災
マ
ッ
プ
作
り
」
な
ど

の
演
習
が
必
須
で
あ
り
、
養
成
講
座

修
了
後
に
防
災
士
資
格
取
得
試
験
の

受
験
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会

場
の
広
さ
等
も
踏
ま
え
予
定
し
て
ま

す
。ど

の
様
に
広
報
を
す
る
の
か

広
報
も
と
す
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
案
内
、
も
と
メ
ー
ル
の
送
信

　

本
巣
市
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を

締
結
し
て
い
る
各
種
団
体
等
へ
の
募

集
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
に
よ
り
幅
広

く
周
知
し
、
自
治
会
長
会
や
消
防
団

等
の
会
議
で
も
案
内
。
ジ
ュ
ニ
ア
防

災
リ
ー
ダ
ー
や
教
員
に
も
、
募
集
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
本
巣
市
の
防
災
士
の
取
り

組
み
は

自
主
的
・
自
発
的
に
活
動
で
き
る

体
制
が
作
ら
れ
る
よ
う
支
援

　

今
後
も
、
市
の
防
災
力
向
上
の
中

心
的
役
割
を
担
い
、
地
域
に
お
け
る

共
助
で
活
躍
で
き
る
防
災
士
を
養
成

し
て
い
く
と
と
も
に
、
新
た
な
防
災

情
報
を
研
修
等
で
提
供
す
る
な
ど
し

て
高
い
防
災
意
識
の
保
持
に
努
め
ま

す
。本

市
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
に
は
ど

の
様
な
も
の
が
あ
る
の
か

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
団
体
が
15
団
体
あ
り
ま
す

髙
橋
・
企
画
部
長

　

「
市
民
活
動
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

コ
ー
ス
」
「
市
民
活
動
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
コ
ー
ス
」
「
市
民
提
案
イ
ベ

ン
ト
実
施
コ
ー
ス
」
「
市
提
示
事
業

協
働
実
施
コ
ー
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る

「
岐
阜
県
認
証
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
」
い
わ
ゆ
る
岐
阜
県
が
認
定
し

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
き
ま
し
て
は
、

11
事
業
者
存
在
し
て
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
性
に
か
か
わ
ら
ず
現
実

的
に
権
利
や
政
治
経
済
分
野
へ
の
参

加
等
、
す
べ
て
の
分
野
で
対
等
で
あ

る
の
が
当
た
り
前
と
考
え
ま
す
。

本
巣
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の

趣
旨
と
目
指
す
方
向
は

男
女
が
と
も
に
参
画
し
、
能
力
が

発
揮
で
き
る
ま
ち
の
実
現

髙
橋
・
企
画
部
長

　

昨
年
の
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
固

定
的
な
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
、

性
差
に
関
す
る
無
意
識
の
思
い
込
み
が

未
だ
に
強
く
残
っ
て
ま
す
。
様
々
な
施

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

本
巣
市
の
女
性
管
理
職
が
少
な
く

部
長
職
は
一
人
も
い
な
い
要
因
は

課
長
相
当
職
の
50
代
女
性
の
割
合

が
5.4
％
、
昇
格
も
望
ま
な
い
傾
向

　

退
職
者
の
勤
務
年
数
は
女
性
は
男

性
よ
り
約
10
年
短
い
で
す
。

女
性
管
理
職
や
市
議
会
議
員
の
女

性
を
増
や
す
取
り
組
み
は

女
性
職
員
が
活
躍
で
き
る
職
場
環

境
を
整
え
、
人
材
育
成
を
行
う

　

固
定
的
な
役
割
分
担
を
無
く
し
、

政
策
や
方
針
決
定
の
場
で
女
性
参
画

拡
大
に
向
け
市
民
に
周
知
す
る
こ
と

で
政
治
参
加
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

若
者
が
子
ど
も
が
ほ
し
い
、
安
心

し
て
産
め
る
と
思
え
る
に
は
、
今
子

育
て
を
し
て
い
る
人
の
環
境
を
満
足

い
く
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
立
地
条
件
に
関
係
な
く
少

子
化
を
解
消
し
て
い
る
岡
山
県
奈
義

町
等
の
い
い
施
策
を
参
考
に
、
本
巣

市
の
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
次
の
よ
う

な
機
能
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
ら
と
考

え
ま
す
。

子
育
て
世
代
と
高
齢
者
の
交
流
や

一
時
預
か
り
の
施
設
に
し
て
は

設
備
や
職
員
の
配
置
基
準
等
を
考

慮
し
た
場
合
、
実
施
は
困
難

大
野
・
副
市
長

　

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
把

握
し
、
一
時
預
か
り
事
業
実
施
に
つ

い
て
も
既
存
の
子
育
て
支
援
の
充
実

を
図
る
な
ど
努
め
た
い
。

す
ぐ
に
相
談
で
き
る
第
三
者
的
な

立
場
の
窓
口
を
開
設
で
き
な
い
か

責
任
の
所
在
が
不
明
確
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
た
め
開
設
は
困
難

　

今
あ
る
窓
口
を
よ
り
気
軽
に
相
談

で
き
る
窓
口
に
す
る
こ
と
は
大
事
な

の
で
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
動
き
も
注

視
し
な
が
ら
適
宜
対
応
し
た
い
。

Q1A1Q2A2Q3A3

Q3A3Q1A1

Q2A2 Q1A1

Q1A1Q2A2

Q
本
巣
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

Q
本
巣
市
の
防
災
士
に
つ
い
て

Q
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

Q
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

髙
橋
知
子

瀬
川
照
司
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コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た

の
で
、
来
年
度
か
ら
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
が
、
特
に
人
口
減
少
が

進
む
中
、
本
巣
市
を
活
性
化
し
、
住

み
よ
い
本
巣
市
に
す
る
た
め
に
。

住
民
参
加
の
地
域
活
性
化
の
た
め

の
来
年
度
の
イ
ベ
ン
ト
予
定
は

合
併
前
よ
り
引
き
継
が
れ
て
き
た

４
つ
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
予
定

髙
橋
・
企
画
部
長

後
継
者
不
足
で
あ
る
林
業
を
継
承

で
き
る
よ
う
な
今
後
の
対
策
は

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
支

援
や
森
林
整
備
の
仕
事
づ
く
り
を

高
井
・
林
政
部
長

農
業
や
野
菜
作
り
等
、
根
尾
地
域

活
性
化
の
た
め
の
取
り
組
み
は

地
域
に
根
ざ
し
た
品
目
を
住
民
と

一
緒
に
作
付
け
す
る
企
業
を
支
援

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

本
巣
市
合
併
20
周
年
記
念
事
業
の

　

検
討
状
況
は

本
年
１
月
に
「
本
巣
市
市
政
20
周

年
記
念
事
業
基
本
構
想
」
を
作
成

髙
橋
・
企
画
部
長

　

市
民
の
皆
様
の
一
体
感
の
醸
成
を

図
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
交
流
の
場

と
し
て
の
機
能
も
確
保
し
進
め
ま

す
。

　

演
劇
、
吹
奏
楽
、
美
術
作
品
な
ど

を
発
表
す
る
文
化
の
祭
典
国
民
文
化

祭
が
、
来
年
、
岐
阜
県
で
行
わ
れ
、

本
巣
市
で
は
文
化
ホ
ー
ル
で
真
桑
人

形
浄
瑠
璃
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
民
文
化
祭
の
検
討
状
況
は

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
魅
力

的
な
事
業
と
な
る
よ
う
進
め
ま
す

青
山
・
教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

将
来
本
巣
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
令
和
６
年
度
開
催
の
国
民
文
化
祭

を
引
き
継
ぎ
、
令
和
７
年
度
以
降

も
、
①
自
ら
や
っ
て
み
た
い
②
伝
統

文
化
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
③
広

め
て
い
き
た
い
。
と
、
主
体
的
に
考

え
る
子
、
自
ら
行
動
し
「
生
き
る
主

体
者
」
と
な
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成

す
る
た
め
に
様
々
な
方
策
を
模
索
し

て
い
き
ま
す
。

　

第
２
期
保
健
事
業
実
施
計
画
の
中

　

間
評
価
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

被
保
険
者
の
健
康
水
準
や
医
療
費

な
ど
の
計
画
全
体
の
評
価

村
澤
・
市
民
環
境
部
長

　

そ
の
他
個
別
保
健
事
業
の
実
績
を

振
り
返
り
、
目
標
達
成
状
況
の
評
価

で
す
。
令
和
２
年
度
に
実
施
し
、
特

定
健
康
診
査
の
受
診
率
（
令
和
元
年

47
．
１
％
）
は
国
の
目
標
値
で
あ
る

60
％
に
達
し
て
お
ら
ず
、
受
診
率
向

上
へ
の
課
題
が
多
い
で
す
。

保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か

医
療
費
適
正
化
等
に
取
り
組
む
自

治
体
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度

　

令
和
４
年
度
は
、
12
の
指
標
項
目
を

点
数
化
し
、
本
巣
市
は
、
９
６
０
点

中
６
３
３
点
で
県
内
９
位
で
す
。

国
民
健
康
保
険
第
３
期
保
健
事
業

実
施
計
画
に
向
け
て
の
課
題
は

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
や

後
発
医
薬
品
の
使
用
割
合
な
ど

　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
に

対
す
る
健
診
促
進
や
後
発
医
薬
品
の

利
用
勧
奨
を
し
て
ま
す
。

本
市
の
農
業
集
落
排
水
事
業
、
公

共
下
水
道
事
業
の
経
緯
は

合
併
前
の
旧
町
村
ご
と
に
計
画
を

策
定
し
整
備
を
進
め
て
ま
す

谷
口
・
上
下
水
道
部
長

　

平
成
５
年
度
岐
阜
県
に
お
い
て
全

県
域
下
水
道
化
構
想
が
策
定
さ
れ
、

小
弾
正
地
区
は
平
成
８
年
度
に
農
業

集
落
排
水
事
業
を
供
用
開
始
し
、
平

成
28
年
度
本
巣
地
区
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
石
神
地
区
の
供
用

開
始
で
整
備
完
了
し
、
現
在
は
、
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
２

処
理
区
、
農
業
集
落
排
水
事
業
の
11

処
理
区
を
維
持
管
理
し
て
ま
す
。

単
独
浄
化
槽
、
合
併
浄
化
槽
設
置

者
と
の
受
益
者
負
担
の
整
合
性
は

浄
化
槽
の
使
用
電
力
料
金
を
加
味

す
る
と
下
水
道
使
用
料
金
と
同
等

　

本
市
の
平
均
世
帯
人
員
約
2.6
人

（
整
数
３
）で
計
算
す
る
と
、基
本
料

金
１
６
０
０
円
に
世
帯
３
人
に
７
０
０

円
を
乗
じ
た
額
を
加
え
３
７
０
０
円

と
な
り
年
間（
消
費
税
込
み
）４
万

８
８
４
０
円
が
下
水
道
料
金
で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、最
も
多
い
５

人
槽
の
契
約
金
は
平
均
で
約
４
万

６
５
０
０
円
で
す
。

飯
尾
龍
也

Q
本
巣
市
国
民
健
康
保
険
の
財
政

並
び
に
運
営
状
況
に
つ
い
て

Q
住
民
参
加
の
本
市
の
活
性
化
に

向
け
た
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

Q
来
年
２
月
１
日
、
本
巣
市
合
併

20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

Q
本
巣
市
の
今
後
の
下
水
道
事
業

運
営
に
つ
い
て

Q
本
市
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

片
岡
孝
一

Q1A1Q2A2Q3A3

Q1A1

Q1A1Q2A2Q3A3Q1A1

Q1A1Q2A2
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農
業
従
事
者
が
減
少
し
、
耕
作
放

棄
地
増
加
を
懸
念
し
て
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
現
状
と
、
離
農
さ

れ
る
農
家
の
現
状
は

総
農
家
戸
数
は
１
３
９
０
戸
で
離

農
さ
れ
る
農
家
は
増
え
て
ま
す

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

本
市
の
認
定
農
業
者
は
56
人
で
今

年
度
に
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
貸
付

を
申
し
込
ま
れ
た
農
地
は
２
６
５

件
、
33 

ha
で
す
。

耕
作
放
棄
地
の
現
状
は

令
和
４
年
度
に
お
い
て
遊
休
農
地

は
10
．６
ha
で
す

　

う
ち
、 

ha
が
再
生
可
能
な
農
地

で
す
。

　

令
和
６
年
度
末
ま
で
に
策
定
が
求

め
ら
れ
て
ま
す
。

計
画
策
定
の
準
備
は

既
存
の
人
・
農
地
ブ
ラ
ン
を
参
考

に
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
準
備

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

目
標
地
図
を
作
成
し
、
そ
れ
を
踏

ま
え
て
地
域
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

計
画
策
定
の
推
進
体
制
の
構
成
は

市
、
農
業
委
員
会
、
地
域
の
担
い

手
が
一
体
と
な
り
推
進
し
ま
す

　

地
域
計
画
は
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

と
照
ら
し
合
わ
せ
、
認
定
農
業
者
等

の
担
い
手
や
集
落
の
代
表
者
、
農
地

所
有
者
の
代
表
者
等
か
ら
意
見
聴
取

し
、
最
終
的
に
市
が
策
定
し
ま
す
。

　

農
業
と
福
祉
分
野
双
方
の
課
題
が

解
決
で
き
る
取
り
組
み
と
考
え
ま

す
。障

が
い
者
就
労
支
援
施
設
数
と
就

労
人
数
は

市
内
に
10
事
業
所
１
３
７
人
が
就

労
し
て
ま
す

小
椋
・
健
康
福
祉
部
長

　

農
業
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
就
労

支
援
施
設
が
３
事
業
所
あ
り
ま
す
。

農
福
連
携
の
推
進
は
本
市
農
業
分

野
に
ど
う
影
響
す
る
の
か

課
題
は
あ
る
が
、
働
き
手
確
保
に

繋
が
る
等
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す

髙
木
・
産
業
建
設
部
長

　

農
業
は
作
業
の
種
類
が
多
い
等
、

障
が
い
者
一
人
が
す
べ
て
の
農
作
業

を
す
る
の
は
困
難
な
ど
の
課
題
が
あ

る
が
、
障
が
い
者
の
就
労
場
所
を
生

み
出
し
、
新
た
な
働
き
手
の
確
保
に

繋
が
り
ま
す
。

議
員
活
動
日
誌

第
２
８
９
回
岐
阜
県
市
議
会
議
長
会
議

も
と
す
広
域
連
合　

議
会
定
例
会（
開
会
）

庁
舎
整
備
検
討
特
別
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合　

総
務
介
護
常
任
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合　

療
育
医
療
衛
生
常
任
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合　

老
人
福
祉
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

も
と
す
広
域
連
合　

議
会
定
例
会（
閉
会
）

全
員
協
議
会

本
会
議（
開
会
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

予
算
決
算
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

文
教
福
祉
委
員
会
・
予
算
決
算
分
科
会

産
業
建
設
委
員
会
・
予
算
決
算
分
科
会

総
務
企
画
委
員
会
・
予
算
決
算
分
科
会

予
算
決
算
委
員
会

文
教
福
祉
委
員
会
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
閉
会
）

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

西
濃
環
境
整
備
組
合　

議
会
定
例
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

淡
墨
桜
感
謝
祭

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

第
１
０
６
回
東
海
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

会　

議　

名　

等

場　

所

下
呂
市

真
正
分
庁
舎

本
庁
舎

真
正
分
庁
舎

真
正
分
庁
舎

真
正
分
庁
舎

本
庁
舎

真
正
分
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

真
正
分
庁
舎

糸
貫
分
庁
舎

本
庁
舎

本
庁
舎

給
食
セ
ン
タ
ー

本
庁
舎

本
庁
舎

西
濃
環
境
整
備
組
合

本
庁
舎

淡
墨
公
園

本
庁
舎

松
阪
市

本
庁
舎

日
に
ち

２
月
２
日（
木
）

２
月
６
日（
月
）

２
月
７
日（
火
）

２
月
９
日（
木
）

２
月
１０
日（
金
）

２
月
１３
日（
月
）

２
月
１６
日（
木
）

２
月
２１
日（
火
）

２
月
２８
日（
火
）

３
月
８
日（
水
）

３
月
９
日（
木
）

３
月
１０
日（
金
）

３
月
１３
日（
月
）

３
月
１５
日（
水
）

３
月
２０
日（
月
）

３
月
２２
日（
水
）

３
月
２３
日（
木
）

３
月
２４
日（
金
）

３
月
２８
日（
火
）

３
月
３０
日（
木
）

４
月
５
日（
水
）

４
月
６
日（
木
）

４
月
１３
日（
木
）

４
月
１４
日（
金
）

２
月
２４
日（
金
）

議会開会のお知らせ
本巣市公式

マスコットキャラクター

もとまる
◆令和5年5月30日（火）（予定）
定例会の詳細確定後ホームページに掲載します。議会のホームページは右からアクセスできます。

Q
農
福
連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

Q
農
地
利
用
の
姿
を
明
確
化
す
る

地
域
計
画
策
定
に
つ
い
て

髙
橋
時
男

Q
本
市
の
農
業
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て

Q1A1Q2A2Q1A1

Q2A2Q1A1Q2A2

●一般質問●

9.1
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●委員会活動●

予算決算委員会

○令和５年度本巣市一般会計予算について
○令和５年度本巣市国民健康保険特別会計予算について
○令和５年度本巣市後期高齢者医療特別会計予算について
○令和５年度本巣市企業用地造成事業特別会計予算について
○令和５年度本巣市農業集落排水事業特別会計予算について
○令和５年度本巣市水道事業会計予算について
○令和５年度本巣市下水道事業会計予算について

○令和５年度本巣市一般会計予算のうち、市民環境部、健康福祉部、教育委員会に属する予算について
Ｑ：ピロリ菌検査は、本人の同意の他に保護者の同意も必要か。また、検査で感染の可能性が高いと判
断された後の除菌等は自己負担か

Ａ：ピロリ菌検査は、希望により保護者の同意を得て検査します。また、この検査で陽性が判明した後、
病院での再検査や除菌をする場合は自己負担です。

Ｑ：太陽光発電設備等設置費補助金交付事業について、蓄電池だけの設置補助
の検討は

Ａ：本事業は、県の補助金を活用し、太陽光発電設備と同時の設置の場合のみを
補助対象としております。補助対象外である蓄電池のみの補助を市の単独事
業とする考えは今のところありません。

Ｑ：帯状疱疹予防接種費助成事業について、予算の積算人数は
Ａ：対象者は、５０歳以上で１万６,６４０人のうち、約１.５％の方が接種されると
想定し、２５０名を見込んでます。内訳としては、水痘生ワクチンは７５人、帯状疱疹不活化ワクチン
は１７５名です。

Ｑ：出産・子育て応援事業について、妊娠して流産や死産された方の５万円の給付は
Ａ：流産・死産された方についても給付をします。

○令和５年度本巣市国民健康保険特別会計予算について
Ｑ：過疎債が充てられる医業用機械器具の種類は
Ａ：要件は国の基準によります。消耗品は対象外となるなどの基準もあります
が、基本的には医療用機器関係については対象になります。

Ｑ：病院事業債は今後も利用するのか
Ａ：診療所の病院事業債は平成８年度に診療所を建てたときに借りた起債で、毎
年の償還は元金と利子を含めて１,５００万円ほどありますが、令和７年度に
償還が終わります。新たな借り入れの予定は今のところありません。

○令和５年度本巣市後期高齢者医療特別会計予算について
Ｑ：後期高齢者の被保険者数は
Ａ：１月末現在で５,３８８人です。

付託案件

文教福祉分科会
主な質疑の内容

本巣市議会だよりMOTOSU CITY ASSEMBLY REPORT
2023年5月1日発行　第78号
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●委員会活動●

○令和５年度本巣市一般会計予算のうち、産業建設部、林政部、上下水道部に属する予算について
Ｑ：農業集落排水事業特別会計繰出金が必要な理由は
Ａ：ほとんどの施設で処理場の維持にかかる経費を使用料金で賄うことができないことから、農業集
落排水事業特別会計への繰出金を、令和5年度、約4億5,240万円お願いしてます。昨年度まで
は、真正の処理場は、処理場の維持管理経費は使用料金で賄えていましたが、電気料金の高騰に
より令和5年度は560万円の繰出金をお願いしている状況です。

Ｑ：本巣市が受ける森林環境譲与税に係る年間の譲与税額は
Ａ：令和５年度は１年間に約4,500万円ですが、令和６年度からは毎年約5,600万円です。
Ｑ：一般会計予算以外の森林関係の事業は
Ａ：県の補助事業があります。本巣市の主なものは、里山林整備事業で、地域の林業事業体が自治会か
ら相談を受け山の整備を行います。内容は危険木の除去や獣害対策のバッファゾーン整備です。ま
た、県山林協会が実施する国費を利用した事業では、今年度船来山の森林整備が実施されてます。

○令和５年度本巣市水道事業会計予算について
Ｑ：本巣市の加入金は他市と比べてどの程度低いのか
Ａ：企業等で使われる口径が50ミリは450万円の市もありますが、本巣市は50ミリで49万円です。
一般世帯で使われている13ミリや20ミリも、本巣市の上水道加入金は平均より低い金額です。審
議会においても、上水道の加入金についての質問があったため、今後、上水道加入金の見直しにつ
いても検討していきます。

産業建設分科会
主な質疑の内容

○令和５年度本巣市一般会計予算のうち、総務部、企画部に属する予算について
Ｑ：移住・定住促進事業について、限度額を３５万円と７０万円に分けた理由は
Ａ：空き家の改修に係る工事費で、売買契約を行った方は３５万円、賃貸契約を行った方は７０万として
ます。財産として取得された方は補助金を低くして、賃貸は今後取得される可能性のある方で、取得
までお金が回らない場合についてもサポートできるように、購入と賃貸で差を設けたものです。

Ｑ：合併２０周年記念式典をＰＡ公園の開園式典と同時に開催すれば経費を抑えることができるの
では

Ａ：合併２０周年記念式典は、２月１日が２０周年の区切りの日ということで、２月１日以降の直近の休日
で計画を進めてます。ＰＡ公園の一部供用開始の時期と記念式典の開催時期がずれてくると予測し
ており、別に計画をしてます。

Ｑ：合併２０周年記念式典について、効果的に発信する方法は
Ａ：開催状況をＳＮＳなども活用しつつ、幅広いツールを使ってこの２０周年を祝っているところを外部
にも情報発信し、広めていきたいと考えてます。

Ｑ：公共施設等跡地利用検討事業について、旧庁舎の利活用、跡地利用に係る意見公募の方法は
Ａ：公共施設等跡地利用検討委員会で市からも提案した後、意見をお聞きし、最終的には、市民の声を
聞くためのパブリックコメントといった形での意見募集が考えられます。特別委員会において、市民
の方の声を聞く方法などをお聞きしながら進めていきたいと考えてます。

総務企画分科会
主な質疑の内容
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●委員会活動●

○本巣市国民健康保険条例の一部を改正する条例について
Ｑ：出産育児一時金について、金額が４２万円から５０万円に引き上げられたが、支払いは全て医療機
関に支払われるのか

Ａ：直接医療機関へ支払われます。
Ｑ：自宅で出産される方はどのように支給されるのか
Ａ：自宅で出産された方は、出産されたという証明書を確認し、ご本人に支払います。しかし、産科医療
補償制度の１万２千円については、お支払いができません。

○本巣市水道事業運営審議会条例の一部を改正する条例について
Ｑ：今回の一部改正の目的は
Ａ：現在、本巣市水道事業運営審議会条例と、本巣市下水道事業推進審議会条例の２つの条例がありま
す。審議会を統一するため、本巣市下水道事業推進審議会条例を廃止し、本巣市水道運営審議会条
例を改正し、本巣市上下水道事業経営審議会とするため改正するものです。

Ｑ：国においては、広域的に水道事業を効率的に進める動きもありますが、新たな本巣市上下水道事
業経営審議会においても広域的な水道事業等の話はできるのか

Ａ：現在、岐阜県で広域化・共同化の計画を策定しており、予定では３月中に策定され６月議会で内容・
概要について説明を行う予定です。近隣市町等との広域化・共同化については、今後審議会において
審議いただければと考えてます。

○本巣市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
Ｑ：本巣市家庭的保育事業等に係る施設は
Ａ：定員が２０人未満の小規模な保育園を指しており、本巣市内に該当する事業所は現在ありません。

○本巣市東外山ふれあい広場条例の一部を改正する条例
　について
Ｑ：この条例改正は、当初の目的の一部が外れ、代表地番を移すのか
Ａ：林業者等の健康増進と位置づけていたグラウンド部分を廃止することに伴い、条例中の林業者等の
健康増進の文言を削除し、代表地番を１１００番地１から１１３０番地１に変更するものです。

○本巣市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
Ｑ：本巣市放課後児童健全育成事業の基準は学校の設備と同等か
Ａ：本巣市の場合は、全て学校の敷地内で放課後児童健全育成事業を行ってますが、運営上は設備や運
営体制等別々に行っており、職員配置も含めて国の基準に沿って整備をしてます。

文教福祉委員会
主な質疑の内容

○市道路線の廃止及び認定箇所・新庁舎整備関係道路等
　・(仮称)本巣PA周辺公園整備

産業建設委員会
現地視察

主な質疑の内容

▲（仮称）本巣PA周辺公園を視察する委員
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●委員会活動●

○本巣市債権管理条例について
Ｑ：これまでは、本巣市公有財産及び債権の管理に関する規則に基づき債権回収をしていたのか
Ａ：本巣市公有財産及び債権の管理に関する規則及び平成２９年に制定した本巣市債権マニュアルに基
づいて債権管理を行ってきました。しかし、私債権については、債務者による時効の援用を要するこ
とや処分を進めるための基準を定めた条例が未整備であり、法的措置による債権放棄等の手続きが
迅速に行えなかったことから、本巣市債権管理条例を上程しました。

Ｑ：本巣市債権管理条例を制定すると令和５年度の回収不能額が増加することはないのか
Ａ：これまで私債権等において、すでに時効がすぎているもの及び回収不能なものをただ管理していた
ものがありますが、令和５年度に不能額として計上されると考えてます。

Ｑ：市の債権のうち、強制徴収債権以外のものとは
Ａ：強制徴収公債権は、市税、国民健康保険税、公共下水道使用料などです。公債権の内、非強制徴収
公債権と私債権の２つを非強制徴収債権と言い、具体的には、生活保護費返還金、農業集落排水処
理施設使用料、市営住宅使用料、給食費、水道料金などがあります。

Ｑ：債務者の生活再建に資する指導・助言の条文を第１０条に追加してはどうか
Ａ：債権管理マニュアルで、債務者の生活について関係機関が連携して、生活再建に関して行うことと
なってます。

Ｑ：他自治体の条例において非強制徴収債権の総額が１人で１００万円を超える場合は、債権放棄しな
いことが明記されているが、当市においても一定の基準額以上の債権は放棄しないこととしてはど
うか

Ａ：強制徴収公債権に関しては法令等において金額を定めず、時効期間が過ぎた場合は消滅することに
なっており、強制徴収公債権と同様に金額等は定めず制定してます。

Ｑ：議会への報告内容は
Ａ：決算において各債権管理担当課から、第１０条の何号に基づいて債権放棄をしたのか件数と合計額
を議会で報告します。

○本巣市職員定数条例の一部を改正する条例について
Ｑ：今回職員数が２２名増加してますが、これは２年ごとに段階的に引き上
がっていく定年の引上げで、退職対象者の方を再雇用すると見越して
の職員数ですか

Ａ：この４月から定年延長が施行されます。それに伴って高齢期職員が現場
に残る中で、組織の新陳代謝を確保するということから、新規採用も相
当数行うことを進めていくため増やす趣旨のものです。

○本巣市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の
　一部を改正する条例について
Ｑ：学校嘱託薬剤師は、各学校に１名ずつ配置されいるのか。また、毎日出
勤されるのか

Ａ：各小・中学校に配置しており、市内の幼児園も兼務で担当してます。これ
まで学校環境衛生基準に定められた検査の実施や指導などを、月１回
から２回程度業務として行ってきましたが、コロナ禍でその相談業務も
増加しており、回数も少し増えている状況です。

総務企画委員会
主な質疑の内容
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●特集●

◎臼井悦子　〇今枝和子　髙田浩視　片岡孝一　髙橋知子議会だより編集特別委員会

　令和５年１月１７日（火）、根尾学園の７～９年生が森
林の活用と保全について学びました。
　森林に関する説明の中で、令和４年度中に新調され
た机の天板は下大須の市有林のヒノキが利用されて
いることを林政課・森林組合の方から聞きました。

　令和５年２月２４日（金）、黒田芳弘議員より辞職願いの
提出があり、議長より辞職許可の通知が行われました。

　１月３１日（火）、全国都市会館にて第１６０回地方財政委員会が開催され、大西議長が岐阜県の代表として出席しま
した。
　委員会では、今年度の要望結果概要について報告し、次年度への申し送り事項を決定しました。要望結果概要で
は、委員会要望項目のうち、①地方税財政、②地方債計画、③地方公営企業－について令和５年度政府予算の動向な
どを報告しました。

髙橋知子議員
令和４年度市町村議会議員研修
「自治体財政の見方～健全化判断比率を中心に～」

▲委員に給食について説明する川治教育長

▲市有林を利用して新調された机の天板（根尾学園）

▲試食した給食メニュー

本巣市有林の伐採と
百年先の森林づくり

地方財政委員会に出席し、今年度の要望結果概要について報告

黒田芳弘議員が議員辞職

1月11日 ○地方自治体の財政運営と議員の役割
○自治体財政指標の見方

本巣市学校給食の特色
●安全・安心、おいしい手作り重視の給食を提供
●岐阜県内で比較しても安い給食費
　⇒小学校２２０円、中学校２５４円（１食あたり）
●地産地消（本巣市産、県内産）の推進
　⇒毎日１品目以上県内産食材を使用
　⇒県内産を全ての料理に使用「ふるさと食材の日」
　⇒本巣市産を全ての料理に使用「もとまる給食の日」

1月12日 ○財政指標分析に関するグループ演習
○今後の健全な行財政運営に向けて

飯尾議員、髙橋知子議員
令和４年度第３回市町村議会議員特別セミナー（オンライン）
1月23日 ○ベーシックサービス宣言～分かち合いが

　変える日本社会～
○一人一人の個性を尊重する
　「あおいけあ流」の介護の世界

1月24日 ○ヤングケアラー支援の課題と支援のあり方
○ひきこもり本人や家族が必要とする
　支援と地域の役割

議員研修

本巣市学校給食センター

文教福祉委員会協議会
現地視察
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